
第３学年 数 学 科 学 習 指 導 案

日 時 平成２４年１０月２６日（金）５校時
生 徒 ３年４組 男子２１名 女子１９名 計４０名
指導者 七戸 広徳 （滝沢第二中学校）

１ 単元名
５章 相似な図形 章の問題Ａ

２ 単元の目標
○ 既習事項を用いて、問題を解くことができる。また解いた問題の答えと解法を発表することが

できる （関心・意欲・態度）。
○ 記号∽を使った相似の表し方や三角形の相似条件を理解している （知識・理解）。
○ 立体の相似比と表面積の比や体積比の関係を理解している （知識・理解）。

、 、 。○ 平行線と線分の比や相似比 三角形と比の性質を利用して 線分の長さを求めることができる
（技能）

、 。○ 三角形の相似を利用して線分の長さを求めることができ その求め方を説明することができる
（見方・考え方）

３ 単元について
２年生では、三角形の合同条件を用いて、三角形や平行四辺形の基本的な性質を論理的に確かめ

ることを学習している。ここでは、三角形の相似条件を用いて、三角形や平行線と比に関する図形
、 。の性質を中心に論理的に確かめ 数学的な推論のしかたについて理解を深めることがねらいである

、 （ ） 「 」また 学習指導要領の３年Ｂ図形 １ オに 相似な図形の性質を具体的な場面で活用すること
と明記されている。実生活の中で数学が活用されているよさを理解させ、数学を活用する態度を養
う場面として、相似の考えの活用を位置づけることが大切である。

加えて相似な図形の計量に関する学習をすることにより相似な図形の理解をさらに深め、相似
比と面積比、体積比の関係を理解させ、具体的な場面でそれを活用させるようにしたい。

本単元は相似な図形に関する基本事項の定着を図り、数学科の４観点を効果的かつ総合的に指導
することができる単元である。

４ 指導にあたって
明るく、元気よく活動できる学級である。数学を得意とし、高い応用力を有し、積極的に発言す

る生徒がいる反面、手助けがないと基本的な正負の数の四則計算もできない生徒がおり、学力差が
大きい。

本単元は既習事項を確認しながら問題を解くことを通して定着を図る題材である。問題をただ解
かせるだけではなく、解いた問題を黒板に書かせ、さらに説明させることにより定着を図りたい。
その際、聞き手を意識した声の大きさや筋道を立てた話し方、根拠になっている既習事項への振り
返りに留意させる。また、聞き手の姿勢にも留意し、集中力のある雰囲気を作ることにより生徒ひ
とりひとりの定着を高めたい。

５ 単元の評価規準

関心・意欲・態度 知識・理解 技能 見方・考え方

概 ・既習事項を用い ・記号∽を使って相 ・相似比や三角形と ・三角形の相似を利
ね て問題を解こう 似な図形を表すこ 比の性質を利用し 用して線分の長さ
達 とする。 とができる。 て、線分の長さを を求めることがで
成 求めることができ き、その求め方を
で ・解いた問題の答 ・三角形の相似条件 る。 説明することがで
き えと解法を黒板 を利用して、相似 きる。
る に書いて発表し な三角形を見つけ ・平行線と線分の比
状 ようとする。 ることができる。 を利用して、線分
況 の長さを求めるこ

とができる。

６ 単元の指導計画（全２０時間）
１ 相似な図形・・・・・・・・７時間
２ 平行線と比・・・・・ ７時間
３ 相似な図形の面積と体積・・４時間
４ 章の問題・・・・・・・・・２時間（本時は１ 時間目）／２



７ 本時の指導
（１）本時の目標

・相似な図形の性質を使って問題を解くことができる。

（２）展開

・指導上の留意点 ◎評価過程 学 習 内 容 ・ 学 習 活 動

・挙手をさせ指名し答えさせ１ あいさつを行う。
る。導

◎教師の方に体と顔を向け、積２ 既習事項の復習をする。
・記号∽を使った相似の表し方 極的に挙手を行い答えようと
・三角形の相似条件 しているか。
・立体の相似比と表面積比や体積比の関係 ・既習事項の振り返えりをさ

せ、相似な図形の性質を使っ
て問題を解くという見通しを
持たせる。入

５分 相似な図形の性質を使って問題を解こう

・机間指導を行う。３ 章の問題Ａの１と２を行う。
・解けない生徒には既習事項の

※早く解き終わった生徒は次の問題に進む。 振り返えりをさせる。
◎記号∽を使った相似の表し方

や三角形の相似条件を理解し展
ているか。

◎立体の相似比と表面積比や体
積比の関係を理解している４ 章の問題Ａの１と２の答えを黒板に書き説明する。
か。

・挙手をさせ指名し黒板に書か
せる。その後説明させる。

・机間指導を行う。５ 章の問題Ａの３と４を行う。
・解けない生徒には既習事項の

※早く解き終わった生徒は次の問題に進む。 振り返えりをさせる。
◎相似比や三角形と比の性質、

平行線と線分の比を利用して
線分の長さを求めることがで
きているか。６ 章の問題Ａの３と４の答えを黒板に書き説明する。

開
・班隊形になり教え合い学習を７ 章の問題Ａの５を行う。

・相似の証明をする。 行わせる。その後指名し代表
・相似比を利用して答えを求める。 生徒に発表させる。
・面積比を利用して答えを求める。 ◎三角形の相似を利用して線分
※班隊形になり教え合い学習を行う。 の長さを求めることができ、

その求め方を説明することが
４２ できるか。８ 章の問題Ａの５の答えを黒板に書き説明する。
分 ※早く解き終わった生徒は章の問題Ｂに進む。

・本時の活動を振り返る。終 ９ 自己評価を行う。
◎自己評価を行うことができて末

３分 いるか。１０ 次時の学習内容の確認を行う。


